













熊本藩 54 万石の大名であった細川家の 16 代である細川護立（1883～1970）が設立した財
団，それが永青文庫です。熊本藩 54 万石の大名であった細川家に伝来・集積及び細川護立
自身が収集した文化財を継承して，その保存管理・研究・展示公開を行っています。文京区
































それでは，細川護立はどういう人かですが，明治 16 年（1883）に生まれて，昭和 45 年
（1970）にお亡くなりになった方です。この写真（スライド 4）は 40 代から 50 代にかけて
の頃のものです。細川家 14 代目の細川護久の 4 男として生まれました。お母様は佐賀藩主








履歴を見ると，明治 39 年（1906），学習院の高等科を卒業しています。24 歳のときでし





























































大正 15 年 2 月から翌昭和 2 年 7 月まで護立はヨーロッパ旅行をしています。1 年半まで
はいかないですけれども，そのぐらいあります。当然ヨーロッパ旅行とはいっても，その当
時のことですから船旅もあります。この間に著名な美術収集家を訪ね，学者と交流していま




それで，どういうきっかけで行ったのかというと，大正 15 年 5 月にロンドンで開催の万





















































































「金象嵌越王銅矛」ですが，わかりますでしょうか，上から片側に 3 文字ずつ，右に 1, 2, 











































（『楽浪』（東京帝国大学文学部編，刀江書院，1930 年）図版 76 部分）
スライド 15　有紋漆盂文様模写
























































































ス ラ イ ド 21　重 要 美
術品「透獣文鞘付銅剣」
中国・春秋時代　前 6～
後 5 世紀　永青文庫所蔵
スライド 22　重要
美術品「透獣文鞘
付銅剣」裏面
学習院大学国際研究教育機構研究年報　第 1 号
72
それを受け入れ，研究成果の公開ということで本などが出るときには図版をどうぞお使いく
ださいということで，公開に理解を示していたことがわかります。
発掘支援に加えて，蒐集によっても東洋学，東洋考古学の研究の進展に寄与したといえま
す。
東洋陶磁の分野でも考古学と同じことがいえると思います。蒐集によって研究に寄与しま
した。唐三彩というのは唐の時代に作られたものではありますが，20 世紀の初頭に洛陽付
近の鉄道建設で偶然掘り出されて，再び世に知られるようになったものです。20 世紀の初
頭の護立にとっては，非常に同時代的なものだったんですね。その唐三彩の研究が推進され
ていく中で，細川護立の収集品が役に立った，寄与したということは，先ほどの『唐三彩図
譜』でおわかりになると思います。
護立の収集と東洋学の研究成果はまた美術にも寄与しました。梅原龍三郎や高野松山の制
作，それから，安田靫彦の歴史画に材料を提供したことです。
私の発表は以上です。
（みやけ　ひでかず　　永青文庫学芸員（当時）／現・永青文庫学芸課長）
国宝「金銀錯狩猟文鏡」 「蒔絵狩猟文鏡」高野松山
スライド 23
